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入圧における心室期外収縮産後の庄上昇を VPCinduced岨PCWPaugmentation (VI-PA) と定義し、その値が








患者背景は、心室期外収縮の couplingintervalはVI-PA(+)群で有意に短く (432:! 41 VS. 522 :! 54 ms， 
P<O.∞01)、左室駆出率は日-PA(+)群で有意に低値であった (52::!:9 vs. 62 :! 10 ms， P<O.Ol) 0 BNP 値に
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おいても、 VI-PA(+)群で有意に高値を示した (110士 110vs. 43 :t 40 pg/mL， p<0.05)。
心室期外収縮中に心エコー記録が可能であった 17例における右心カテーテル所見から、 VI-PA(+)群が




























心房収縮までの時間という 2つのパラメータを用いて 1苧Cinduced-PCWP augmentation (VI-PA)の出現を高
い精度をもって予測するアルゴリズムの作成に成功した研究である。本研究の最大の臨床的有用性は、これ
らの極めて簡便な指標を用いて、頻発性心室期外収縮における血行動態不長群を鑑別できるという点である。
これらのオリジナリティーは、審査員全員から高いレベルであるというコメントが述べられた。
平成 25年1月9日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(匿学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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